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  ～できることを できるときに できるところから～  No．5-4（２14） 

みんなで支える学校 みんなで育てる学校   令和5年7月10日 

                   いちき串木野市地域学校協働活動事業本部 

 田植えをしました。心地よい梅雨の合間に行いました。今回も推進委員の方が中心と

なり、多くのボランティアの方の支援を頂きました。 

 川上小学校、荒川小学校、市来小学校、羽島小学校の田植えの様子を紹介します。 

いちき串木野市地域学校協働活動 

 
 

川上小では、全校生徒24名が6月2日に学校でモミ

蒔きを行い、6月22日に田植えをしました。田渕

智さん、田渕明さん他多数の方に支援して頂きまし

た。 

 モミは、田渕智さんが自宅で管理されたもので

す。学校で苗箱に土を蒔き、二人の生徒が苗箱の土

を揃えましたが、板の角度と土の高さの調整に苦労

していました。次に、モミを少しずつ手に握り、苗

箱に蒔きました。終了後、女の子の一人が「モミは

ラーメン屋の漬け物の匂いがした」と話しました。 

 田渕智さんから「モミは、苗箱の角にも蒔きなさ

い、真ん中に重ならないように」との指導がありま

した。モミ蒔きが終わった苗箱は積み重ね、シート

で覆い、成長させます。この管理も、田淵さんが学

校に来て、管理してくださるとのことです。 

 田植は、曇りでした。子どもたちは期待と不安を

抱きながら、学校から元気に歩いてきました。 

 田渕明さんから、①苗は田植えロープの前に植

え、キレイにそろえる。②隣をよくみて、隙間があ

れば苗を植える、との説明がありました。田んぼに

は、6年生が1年生を、5年生が3.4年生を面倒見る

体制で入りました。1年生は、田渕明さんが直に教え、苗株の握り方や植え方を教わりました。途中、

1年生は体が冷えたので、田んぼから早く上がり、着替えました。 

 最後に、田渕明さんが土壌改良剤「椿油かすペレット」を田んぼに蒔きました。「田の神様」に豊作

をお祈りしているように映りました。 

川上小：田渕智さん、モミ蒔きを伝授！ 

川上小：田渕明さん、1年生に植え方を直伝！ 
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 荒川小では、全校児童１６名が、6月10日に田植えを

しました。竹之内推進委員をはじめ「まちづくり協議会」

の支援を頂きました。当日の朝は小雨でしたが、ボラン

ティアの方が田んぼに早く入り、準備されました。校長先

生のあいさつの後、竹之内さんから植え方の説明がありま

した。 

 １年生はひざの上まで泥に浸かりながら、上級生に手を

引かれ、田んぼに入りました。大人と子どもが交互に横一

列になり、田植えロープの印を目安に植えました。子ども

には、ボランティアの方がつき、植えました。運動会の

頃、刈り取りが出来るとのことです。  

 市来小では、6月12日に5年生54名が苗を植えまし

た。新村さんをはじめ多くのボランティアの方が見守って

くださいました。まず、新村さんから、植え方を習いまし

た。その後、子どもたちは、田んぼにおそるおそる入りま

した。数人は足を取られ、ころんで、お尻がどろだらけに

なりました。しかし、大変、楽しそうでした。 

新村さんから収穫までの話しがあり、①水位調整によ

り、ジャンボタニシと雑草の予防を行う、②問題はイノ

シシの食害で、ここは通学路で電気柵が使えない。収穫

は運に任せるしかない、とのことでした。子どもの感想

は、「ドラえもんの漫画で、田植えが大変なことは知っ

ていた。やってみて、思ったより大変なことが分かっ

た。」とのことでした。その後、学校のプールで泥だら

けの体を洗い、田植えは終了しました。 

羽島小では、6月15日に3年生以上15名が田植えをし

ました。有村さん他4名のボランティアの方に、支援して

頂きました。少し暑いくらいの陽気でしたが、田んぼは事

前にボランティアの方々が準備され、植えるだけの状態に

なっていました。 

3年生は初めての田植えで、4年生以上が３年生の両側

について植え方を教えました。子どもたちは、苗を少し持

ち、田んぼに入っていきました。気温も上昇し、田んぼの

水が冷く感じ「気持ちいい」と喜んでいました。初めて田

んぼに入った子どもが「田んぼにはクラゲはいますか」と質問し、皆んなが「ほっこり」した気持ちにな

りました。後半は、日照りが強くなり、２人の女の子から「熱さまシートを張ってもらえますか」との問

い合わせありました。少し心配しましたが、大事には至らなくてホットしました。 

 最後に有村さんから「昨年より今年は上手に出来ました。無事に収穫できたら、12月頃に餅つき大会

をしたいと思います」との提案があり、子どもたちは、大変嬉しそうでした。 

 梅雨の合間の田植えでした。お米を作る体験は、先人たちの努力や工夫を知る手がかりになります。米

作りを経験した子どもたちが、お米の収穫には、田んぼの水管理、苗の植え方、病害虫対策が大切である

ことを気づいて欲しいと思いました。 

連絡先＝市来庁舎３階 市教育委員会 社会教育課 

（℡２１－５１２８）(FAX３６－５０４４)／ご意見・質問・相談もどうぞ 

地域学校支援コーディネーター（有元 操・藤﨑 裕史） 

荒川小：小雨の中、田植え開始！ 

羽島小：有村さん、植える苗の本数を伝授！ 

市来小：新村さん、苗の外し方を伝授！ 


